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オープンサイエンスからみたシチズンサイエンスの変容と 

SScciittiizzeennの可能性 

 
○林 和弘（文部科学省 科学技術・学術政策研究所） 

khayashi@nistep.go.jp 

 

 

1 はじめに 

オープンサイエンスの潮流は ICT 技術の進展

と共に、科学を変え、社会を変え、科学と社会の

関係も変えようとしている。1)また、COVID-19が

それを加速させている。オープンサイエンスと

その政策は、国や地域、国際機関ごとに様々な捉

え方があるが、日本では、論文のオープンアクセ

スと研究データの管理・共有・公開のための基盤

整備が政策の主な柱となっている。一方、UNESCO

では、オープンサイエンス勧告 2)の中でシチズ

ンサイエンスの推進を謳い、OECDでは、最近 GSF

（Global Science Forum）においてプロジェク

トを立ち上げ 3)でシチズンサイエンスと政策に

ついて議論を重ねているが、日本では、科学技

術・イノベーション基本計画等の中にシチズン

サイエンスの推進に関する記述はあるものの具

体的な施策に繋がっていないことを2019年に報

告した。4) 

本発表は、オープンサイエンス政策と周縁の

一連の動向を発表する 5)中で、日本のオープン

サイエンス政策におけるシチズンサイエンスの

今後の取り扱いに着目し、その課題を提示する

とともに、その解決ための一つの考え方として

Scitizenの概念を提唱し、より具体的な政策立

案に資することを狙いとするものである。なお、

本発表は Japan Open Science Summit 2022の個

人発表セッション 6)の内容を元にし、更に議論

を重ねたものである。 

 

2 オープンサイエンスの潮流によって変容す

るシチズンサイエンスとその課題 

2.1 シチズンサイエンスの変容 

シチズンサイエンスは天文や野鳥の観測な

どに象徴されるように従来行われてきたも

のであるが、オープンサイエンスの潮流のも

と、知識（論文やデータ）がよりオープンな

環境下になり、また、それを支える ICTの進

展により取得データ数が飛躍的に増大した

した。あるいは、クラウドファンディングを

通じて研究に最初から関与し、資金提供も行

えるようになった。さらに、多くの市民が関

与するなかで、新たな才能が発見されるよう

にもなっている。このように、オープンサイ

エンスの潮流は、これまでのシチズンサイエ

ンスを飛躍的に効率化し、また、これまでの

シチズンサイエンスでは想定されたなかっ

た市民の関与おこり、また、新しい価値を提

供している。1) 

 

2.2 シチズンサイエンスの形態の変容 

シチズンサイエンスの形態もまた変容して

いる。1)従来の、科学者（Citizen Scientist）

に協力する形で、データ収集に協力するスタ

イルに加えて、研究の分析や立案に積極的に

関与するケースも生まれている。これと並行

して、科学者と市民の関係性も変化し、市民

が科学者に従属するというヒエラルキーな

形態から、よりフラットな関係性で課題解決

に取り組むケースも、特に社会課題解決研究

で生まれている。 

3 シチズンサイエンスの課題と実態 

3.1 データの質  

インターネットやスマートフォンの活用に

よって以前と比較して飛躍的に多くのデー

タを集めることができるようになったが、そ

のデータの質をどうコントロールするかが

課題となっている。これは、シチズンサイエ

ンスが指す“市民”が何を指すか、その幅が
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広いことに起因すると考えられる。 

3.2 動機づけと維持の難しさ 

シチズンサイエンスに関心を持ってもらう、

あるいは、プロジェクトを続けるためには、

市民に対する動機づけとその維持が大きな

課題となる。最初の関与に関しては、むしろ、

科学者と市民とは違う動機づけであっても

良いという議論もあるが、先のデータの質の

問題と合わせて、いずれ、その市民の科学リ

テラシー、データリテラシーが上がっていく

ことが求められることになる。 

3.3 シチズンサイエンスのリーダーの実態 

シチズンサイエンスを実行する上で、結果

的に科学者と市民の間を結ぶリーダーが生

まれることが多く、そのリーダーは、もとも

と興味関心が高い（動機づけがされている）

市民や、科学リテラシー、データリテラシー、

ITリテラシーが高い市民、あるいは倫理観が

備わっている市民であることが多い。また、

市民主導型のシチズンサイエンスでは、この

リーダーの存在がより大きくなり、プロジェ

クトを牽引することとなる。 

 

4 Scitizen の設定とそのフレームによるシ

チズンサイエンスに関する議論の可能性 

4.1 Scitizenの定義 

ここで、市民の中でも一定の科学リテラシ

ー、ITリテラシー、データリテラシーを持つ

者を”Scitizen”と定義する。そして、一定

の動機づけのもと、データリテラシー、倫理

感等がコントロールされたコミュニティが

結果的に効率良く知識形成を進め、シチズン

サイエンスをリードすることに着目する。あ

るいは、上記のリテラシー等を持つ研究者が

一市民として、自分の本来の専門以外の社会

課題や研究課題に、オープンになった知識

（データ）を用い科学的にアプローチするこ

とで、これまでには得づらい価値を生み出す

ことに着目する。（図 1）また、この Scitizen

は Citizen Scientistと共に協働することで、

質の高いシチズンサイエンスを実現するケ

ースと、Scitizen自身が自律的に質の高いシ

チズンサイエンスを牽引するケースを想定

する。 

図 1 Scitizenの位置づけ 

 

4.2 Scitizen Scienceの事例 

Scitizen Scienceの例としては以下が挙げ

られる。 

1. 心理学における認定心理士の活用（科
学者と市民の中間層の活用） 

日本心理学会では、認定心理士という、

心理学者ではないが、心理学の一定の

スキルを持つ者を認定心理士としてい

る。この Scitizenとも言える市民とし

ての認定心理士が相互交流を促進し、

心理学の知見の普及、研究者主導型プ

ロジェクトへのビッグデータの提供、

認定心理士による自由な研究活動など

の検討が 2022年まで行われた。7) 

2. 情報学者が医療研究に携わる事例（分
野外への貢献） 

COVID-19により WHOから関連の論文や

データがオープンになると情報学者や

物理学者がそのデータを自発的に活用

する機会が増え、中には新たな知見を

生み出すケースが生まれている。これ

は、医学・医療従事者ではない分野外の

科学リテラシーの高い市民が、自発的

 

  の
   

市民
（無関心層）

市民
（関心層）
プロボノ

Scitizen

Citizen 
Scientist

そもそも興味を
持ってもらう

  ・倫理リテラシーと
データの質向上

  のシチズンサイエンス活動
およびクラウドファンディング

*実際は多次元
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に社会課題解決に貢献したと言え、オ

ープンサイエンス時代の Scitizenの科

学への関与と表現することができる。

なお、図 2 のケースでは、情報学者が

Scitizen としてオープンデータを活用

して医学医療に貢献するだけなく、そ

の過程で、プレプリントや SNS を活用

し、非常に短期間で科学と社会インパ

クトを生み出し、市民とも協働してい

る点がオープンサイエンス全体からみ

ても興味深い。 

図 2 情報学者が Scitizen として自発的に

医学・医療研究に貢献した例 

 

3. シビックテックの Scitizen Scienceと

しての再認識（社会活動の知識生産活

動としての捉え直し） 

主に ITリテラシーの高い市民（プロボ

ノ）が行政サービスを中心に変革を起

こそうとするシビックテックは、その

社会的アウトカムやインパクトに注目

が集まるが、そのインパクトが生まれ

る過程において知識生産が行われてい

る。シビックテックでのプロボノを

Scitizen として捉え直し、その活動を

社会学としての市民主導型のシチズン

サイエンスとして議論し、メディア化

するなどして後世に残すことを働きか

けている。8) 

4. バーチャルな世界での”別人格”の交流
を踏まえた活動（バーチャルリアリテ

ィの活用による別人格としての市民） 

ICTの進展は、バーチャルリアリティ空

間でのコミュニケーションを進化させ、

メタバースの取組も試行錯誤されてい

る。すでに、自発的に学術集会をバーチ

ャルリアリティ空間で行う取組も進ん

でおり、その空間で学際交流の可能性

も検討され、議論に加わっている。9) こ

こで、アバターとしての人格に着目す

ると、実社会とは違うバーチャル空間

上の人格を Scitizenとして捉えた研究

活動を観測することができる。例えば、

企業に所属する研究者は、通常組織の

規定等の関係から、実社会の組織名や

名前を出して、研究活動に関与するこ

とが難しい場合がある。そのような企

業人が、アバターとハンドルネームを

用いて守秘義務は守りながら一般的な

科学の議論に貢献できることは、研究

活動を加速し、多様化を促すことにな

り、イノベーションのきっかけづくり

に役立つ可能性もある。 

5. 情報の流通・ガバナンス自体の変革を
見越した活動（ブロックチェーンの活

用による民主的な研究活動） 

更 に 、 近 年 で は 、 分 散 型 科 学

（Decentralized Science）の実践が本

格化している。分散型科学とは、ブロック

チェーン技術などを用いて分散型（非中

央集権型）のガバナンスに支えられた民

主的な研究システムの構築を目指す運動

の総体を指す。たとえば、自律分散型組

織（DAO）やブロックチェーン技術を活用し

た評価システムを用いて、新たな研究助

成システムや論文出版、研究基盤の構築

を目指している。10) この場合、ブロックチ
ェーン上に存在する人格が民主的にすべ

からく Scitizenとして活動に関与すること

になりうる。ブロックチェーン技術の応用と

社会実装にはまだ紆余曲折がみこまれる

ものの、革新的な動きの中の Scitizenの

役割を示すことができる。 

 

 

デデーータタかかららのの気気づづききにによよるる分分野野横横断断研研究究のの進進展展
• システム創成学（チャンス発見学、データ市場創成）
の研究者によるCOVID-19分析

大澤幸生先生提供

データの再利用が進むことで興味関心を持った研究者が分野を超えて自由に研究を進めて様々な価値を発見する。←オー
プンサイエンスの予察が現実に

普段の研究の投稿先とは違う
arXiv（プレプリントサーバー）
に論文を投稿して即時公開し、
SNSも活用して幅広い意見や
パートナーを募る

（自発的な）COVID-19に関す
るモデル駆動（シミュレー
ションベース）の解析：自分
の専門的学理を転用

医学、経営系情報学者等と国際コラボ*

市民の啓蒙、生活への導入**

科学
インパクト

社会
インパクトSNSの活用

＋

*
1) UTokyo joins COVID-19 data exchangeA new platform for data collaboration aims to help those tackling COVID-19 https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/en/press/z0508_00118.html
2) An Urgent International Interdisciplinary Project "Conquer Pandemics on Constrained Social Network Models“ http://www.panda.sys.t.u-tokyo.ac.jp/covid19challengers.html
**
1)ハマトーク緊急特番： https://otagaihama.localgood.yokohama/topics/1756/
2) 横浜市共創ラボ「Stay Home からStay with your communityへ」 https://www.facebook.com/LOCALGOODYOKOHAMA/videos/212777736728528

分野外への貢献

18

これまでの共同研究とは違った分野外研究者の自発的な貢献の可能性

オープンデータの活用

プレプリントの活用
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4.3 オープンサイエンス時代のシチズンサイ
エンス政策と Scitizenの活用 

以上今後のシチズンサイエンス政策を考慮

する際、オープンサイエンス時代のシチズン

サイエンスの変容と可能性を活かし、その課

題に向き合う必要がある。ここで、オープン

サイエンス時代のシチズンサイエンスを駆

動する要因として Scitizen を規定し、

Scitizen Scienceとフレームすることで、シ

チズンサイエンス政策の具体化に役立てる

可能性がある。そして、オープンサイエンス

時代の科学と社会の変容の姿をより具体的

に表現できる可能性を示した。 

 

5 おわりに 

日本ではオープンサイエンスの潮流の前の

シチズンサイエンスとして、科学技術行政・

政策を「監視」ないし「アセスメント」する

立場としての市民科学の成り立ちがある。そ

のため、各省庁や公共政策において、市民参

加・エンゲージメントに関する政策導入に対

しては一定の慎重さが求められる。その背景

を踏まえつつも、知識の幅広い共有によるイ

ノベーションの加速や市民との共創による

新しい科学と社会づくりのためのシチズン

サイエンスとして丁寧に捉え直す必要があ

るだろう。 
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